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第１章 基本構想

（社会全体での日本ＡＸに向けて 〜「信頼できるＡＩ」で日本を駆動〜）
（略）あわせて、我が国は、「人とＡＩが協働する社会」の実現に向け、エージェント型ＡＩの登場で高まるリスク、

特に働き⽅や雇⽤への影響、格差拡⼤への懸念にも向き合う。人と社会との関係を再定義し、人とＡＩがどういった
役割分担の下信頼を構築するのか、判断責任を始め人が創造すべき価値は何かを探究するとともに、人が人とし
て判断し、⾏動し、⽣きるため、社会の枠組みの構築や、創造⼒、思考⼒、判断⼒、適応⼒、コミュニケーション⼒
などを含む「人間⼒」の増進に率先して取り組んでいく。
「信頼できるＡＩ」で社会全体を駆動する⽇本ＡＸに国を挙げて取り組む。課題解決と国⼒強化を探求し、⽇本

独自の価値を創出する。
この実現に資する戦略としてＡＩ法第18条第１項の規定に基づく「人工知能基本計画」の第Ⅱ期計画を策定し、

政府は、本計画に盛り込まれた内容を着実に推進していくこととする。

「人工知能基本計画 〜日本ＡＸ、より強く、より豊かに〜」（令和８年７⽉14日 閣議決定）（抜粋）

参考資料集（第１回会合資料抜粋等） 参考資料２
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第３章 ＡＩ関連技術の研究開発及び活用の推進に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策
第４節 ＡＩ社会に向けた継続的変革

（略）⾏政においては、単にＡＩを導入することにとどまらず、意思決定や業務の進め⽅を根底から⾒直すＡＸに
率先して取り組み、ＡＩを前提とした制度や社会の仕組みへの継続的な変革を促す。 （略）
ＡＩの利活⽤や開発を担う人材として、全ての国⺠がＡＩ適正活⽤人材を目指すとともに、ＡＸを進める上で中核と
なるＡＩ実装人材、さらに研究開発やガバナンスの担い手など、人材像を整理し、産学官で質・量の両⾯から育成・確
保に取り組む。
人とＡＩの協働による新たな社会を追求するため、人が意思決定に対する責任（注記９）を持ちながら、ＡＩの利活⽤
によって様々な課題を解決していけるよう、エージェント型ＡＩを前提に、社会における制度 ・枠組みについて抜本的に
⾒直し、判断責任を果たす人的主体性（注記10）（Human Agency）を中核に「人間⼒」向上を図る。その際、
エージェント型ＡＩを含めたＡＩの普及に伴う⼼理的影響、社会構造の変化等の研究を進め、個人の⼼理 ・生活への
影響等を理解しなければならない。人権や倫理的側⾯への配慮を⽋かさず、ＡＩ社会から取り残される者を生まないよ
う、ＡＩの進展による格差や排除を防ぎ、浅慮につながるＡＩへの過度な依存を回避する。特に、⻘少年が安全・安⼼
にＡＩと向き合うことができるよう、自ら⾝体を使い知識や能⼒、経験を⾝につける手触り感ある経験も重視する。

（注記９）人の責任の在り⽅には、以下のような考え⽅が現在議論されている。
Human in the loop︓人がＡＩのタスク実⾏の流れに直接関与する仕組み
Human on the loop︓タスク実⾏⾃体はＡＩに任せつつ、その流れの全体設計や監視は人が担う仕組み
Human in the lead︓ＡＩをツールとして統制し、人が意思決定や価値創出の主導権を握る仕組み

（注記10）人的主体性の構成要素は、課題設定能⼒、判断⼒及び批判的思考、アカウンタビリティ、非認知能⼒
並びに⾃己価値感等。
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【具体的な取組】
（１）〜（３）（略）
（４） ＡＩ時代における人間⼒の向上
① ＡＩを前提とした社会への構造変革を踏まえ、 「人間中⼼のＡＩ社会原則」の在り⽅について検討するとともに、
人がＡＩとどう関わり、いかなる判断を担うのかといった、人とＡＩの役割分担の在り⽅を継続的に探究する。その際、
ＡＩに依存し、思考や判断を委ねるのではなく、人的主体性を中核とする 「 人間⼒」を育み、人が人としての価値
を発揮する環境整備を推進する。【◎内閣府、関係省庁】
② 人的主体性を構成する人間ならではの⼒を伸ばしつつ、ＡＩと共に課題を解決できる人材を育成するため、リベラ
ルアーツ教育を含むＡＩ時代にふさわしい教育を推進する。あわせて、オフライン学習などＡＩ依存により⾝につける
べき能⼒が低下しないための教育環境の整備を図る。【内閣府、◎⽂部科学省】
③ ＡＩの進展に伴い、働き⽅の在り⽅そのものが⼤きく変化する中で、人間の主体性と多元性が発揮されるＡＩ時
代にふさわしい働き⽅の⽅向性を検討する。 【 内閣府、◎厚生労働省】



「⾏政の進化と革新のための⽣成AIの調達・利活用に係るガイドライン」（令和８年6⽉12日デジタル社会推進会議
幹事会決定）（抜粋）
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５ ⽣成AIによる便益とリスクを理解した利活用推進

５．１ ⽣成AIの便益
AI事業者ガイドラインでは、AIの活⽤による便益について、以下のとおり、⽰されている。

AIの活⽤による便益は多岐にわたっており、技術の進展に伴い拡⼤し続けている。
AIは各主体において価値を創造するために活⽤することができる。⼀例として以下のことが期待できる。
•運営コストの削減
•既存事業のイノベーションを加速させる新製品・サービスの創出
•組織の変革
•人が対応することが困難な時間的・場所的領域へのサービス拡⼤
さらに、様々な分野（農業、教育、医療、製造、輸送等）への応⽤及び様々な展開モデル（クラウドサービス、
オンプレミスシステム、サイバーフィジカルシステム等）の活⽤が考えられる。

政府においても、⽣成AIの利活用による便益が期待され、こうした便益は、生成AIの急速な進歩に伴い、更なる
拡⼤が期待される。
各府省庁においては、こうした生成AIの便益を理解し、今後、積極的に業務への活⽤を進めていく必要がある。
あわせて、政府での利活⽤を加速するため、デジタル庁において、各府省庁と連携しながら、実際の業務への活⽤の

ユースケースを想定した技術検証や「AIアイデアソン・ハッカソン」等を通じたユースケースの創出にも積極的に取り組む。
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第１回会合におけるデジタル庁説明資料「政府内における生成AI「源内」の活⽤について〜政府
による活⽤をAIの社会実装の起点とする〜 」（抜粋）
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第１回会合におけるデジタル庁説明資料「政府内における生成AI「源内」の活⽤について〜政府
による活⽤をAIの社会実装の起点とする〜 」（抜粋）
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総務省「⾏政通則法的観点からのAI利活⽤調査研究会」中間整理（概要）（抜粋）
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総務省「⾏政通則法的観点からのAI利活⽤調査研究会」中間整理（概要）（抜粋）
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人事院「国家公務員スキル⼀覧」説明資料（令和８年６⽉30⽇）（抜粋）
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人事院「国家公務員スキル⼀覧」説明資料（令和８年６⽉30⽇）（抜粋）
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人事院「国家公務員スキル⼀覧」説明資料（令和８年６⽉30⽇）（抜粋）
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国家公務員スキル一覧（2026年6月）
業務スキル 対人スキル 概念化スキル

（実務を遂行するための基礎的・
具体的なスキル）

（他人と関わりチームで働いていくためのスキル）
（組織が直面する課題に対して解決策や

戦略を考えるスキル）

スキルセット
カテゴリー

マインドセット
カテゴリー

 

【留意点】一人の職員に対して上記の全てが求められるものではなく、業務内容・業務の分野・役職などによって、それぞれの必要なスキル・マインドの組み合わせがあり、その組み合わせのための
            要素を言語化したもの。

マネジメント基礎スキル
32傾聴力

３３モチベーション促進力

34コーチング力

35成長促進

36フィードバック力

マネジメント中級スキル
27チーミング力

28多様性マネジメント

29アンコンシャスバイアスマネジメント

30インフルエンシングスキル

31リーダーシップ

課題解決スキル
44状況把握力

45論理的思考力

46課題発見・設定力

47調査設計・実行力

48有事対応力

実行管理スキル
54プロジェクト管理力

55リソースマネジメント力

56リスクマネジメント力

５7意思決定力

公共価値創出スキル
37アカウンタビリティ

38ユーザー視点

39洞察力

40国際的視野

４1政策設計

４2法・予算プロセスマネジメント

４3組織プロセスマネジメント

将来構想スキル
49将来予測力

50多角的視点

51俯瞰視点

５２長期的構想力

５3ナラティブ力

各組織・各分野・各業務ごとに求められるスキル

社会人基礎スキル
６読解力

７文章力

８コミュニケーション力

社会人汎用スキル
1語学力

2デジタルリテラシー

3データマネジメント

4タイムマネジメント

５ヘルスリテラシー

業務基礎スキル
１３機密保持意識

１４法令・制度理解

１５組織プロセス理解

１６法・予算プロセス理解

１７統計力

業務スキル
９資料作成力

１０資料管理力

1１マルチタスク

１２情報収集・活用力

対人関係基礎スキル
２3相互尊重性

２4ネットワーク形成力

２5プレゼンテーション力

２6交渉力

普遍的に求められるマインドセット

① 責任感 ② 誠実さ ③ 探究心 ④ 向上心 ⑤ 使命感 ⑥ チャレンジ精神

⑦ 胆力 ⑧ 謙虚さ ⑨ 緻密性 ⑩ 正確性 ⑪ 柔軟性 ⑫ 主体性

⑬ 法令遵守・コンプライアンス志向 ⑭ 公平性 ⑮ 公共性 ⑯ 変革志向 ⑰ 育成精神

⑱ 国家公務員行動規範

対人関係中級スキル
1８ステークホルダーマネジメント力

1９ファシリテーション力

２０官民・アカデミア連携

2１対外発信力

2２合意形成力

変化の時代に求められるマインドセット

A 学び続ける姿勢 B アジリティ C AIデジタル活用志向 D レジリエンス E イノベーション創出

F 感情的知性 G エンゲージメント醸成 H 社会的包摂性 I キャリア形成意識

【国家公務員スキル一覧シート】
〇 これまでのカテゴリー分け等の考え方も踏まえて分類したスキルを一覧にした資料

国家公務員スキル一覧及びディクショナリーの説明
人事院「国家公務員スキル⼀覧」説明資料（令和８年６⽉30⽇）（抜粋）
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第１回会合における⽻深宏樹⽒講演資料「「責任あるアジャイル‧ガバナンス」における国家公務員の役割」（抜粋）
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第１回会合における⽻深宏樹⽒講演資料「「責任あるアジャイル‧ガバナンス」における国家公務員の役割」（抜粋）
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第１回会合における⽻深宏樹⽒講演資料「「責任あるアジャイル‧ガバナンス」における国家公務員の役割」（抜粋）
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第１回会合における⽻深宏樹⽒講演資料「「責任あるアジャイル‧ガバナンス」における国家公務員の役割」（抜粋）
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第１回会合における⽻深宏樹⽒講演資料「「責任あるアジャイル‧ガバナンス」における国家公務員の役割」（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）
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第１回会合における⽵内達也構成員講演資料「AI時代における組織・人材改革」（公表）（抜粋）


